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2027年以降、想定されるポジティブな暗号資産交換業界

○金融機関や大手企業など規制対応能力を備えた事業者中心の市場構造の推進
・内部管理態勢や開示体制が既に整備されており、規制対応コスト吸収可能な盤石な経営基盤
・規制強化による参入障壁上昇を背景としたシェア拡大と市場支配力の強化

○実体ある暗号資産プロジェクトで事業モデル明確な持続可能型ビジネス構造に集約
・収益モデルや事業内容を説明可能で投資家への透明性確保が可能な運営体制
・継続開示や監査要請に対応できるガバナンス体制を備えた信頼性の高い事業基盤

○インフラ提供者として資産保管やセキュリティ担う裏側ビジネス領域全般の市場拡大
・カストディなど暗号資産の安全な保管管理を担う基盤サービス需要の継続拡大
・AMLや監査対応システムなど規制対応支援サービス需要増加による成長領域

○国内規制に適合した運営体制を有するプレイヤーによる競争優位な市場構造の確立
・日本ルールや審査ノウハウを既に保有し迅速な規制対応が可能な運営体制
・海外勢との差別化を背景とした信頼性向上と顧客基盤拡大が期待される事業環境

○ ST（ブロックチェーン上で管理する有価証券）などを活用した新たな金融商品市場領域の成長
・STは株式や債券をデジタル化した証券で、金商法との親和性が高い商品性
・国内初の暗号資産ETF誕生など新しい金融商品化が加速
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2027年以降、想定されるネガティブな国内暗号資産業界

○中身の薄いトークン（暗号資産の一種で実体不明確な案件全般）の淘汰
・実体や収益モデルの説明が困難で投資判断材料が不足する状態の継続的発生リスク
・継続的な情報開示義務に対応できず信頼性確保が困難となる事業運営体制の欠如

○無登録の海外暗号資産案件の国内流通を前提とした販売ビジネス構造の衰退
・日本基準の開示や責任体制に未対応で適法性に重大な問題を抱える事業運営状況
・制度上国内での取扱いが認められず流通自体が停止される可能性の高い事業モデル

○小規模で態勢未整備な暗号資産交換所に依存した脆弱な運営ビジネス構造の排除
・内部監査や内部管理コスト増加に耐えられず、継続的な事業運営が困難となる経営体力
・金融機関並みの管理体制整備が求められる中で対応できない人材及び組織基盤不足

○情報非対称を利用した煽り型販売モデル中心の暗号資産関連ビジネス構造が消滅
・虚偽や誤解を招く説明により、法的責任追及リスクが顕在化する販売手法の限界
・根拠なきストーリー販売による信頼毀損と継続的収益確保が困難となる市場環境の整備


